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大涌谷一神山登山道沿に出現した噴気地帯の調査
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(Abstract)

Geothermal activity of a newly appeared steaming ground 300 m east of the Owaki‐ dani parking

lot is getting more pronounced yearly. The area of temperature anomaly of 1977 encircled by 20℃

isotherm is 3.24x103m2and by 90c is l.66× 103m2Which are 31%and 42%larger than those

observed 1973,respectively.The highest temperature observed at 50cm deep is 97.5℃ . The maximum

hydrogen sul■ de in steam is 1500 ppm. The thermal discharge from the steaming ground amounts

to l.60X100 ca1/s∝ ,Which ils roughly∞ rresponding to 9.6%of the tOtal thermal discharge from

the Owaki‐dani solfataric areas.
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はしがき

箱根火山には大涌谷,早雲山および湯の花沢の 3箇所に噴気地帯がある。中でも大涌谷は最も規模

の大きいもので,今なお自煙を噴き上げ活発な地熱活動をつづけている。

昭n48年 2月大涌谷の坊主地獄噴気地帯 (王子茶屋から冠岳に向って約3Cl協 )に直径 3～ 4″の噴

気孔が出現した。一年後には直径 8～ 9″に拡がり現在も活動を続けている (広田ら,1973D.

これとは月‖こ,同年の秋頃大涌谷―神山を結ぶ登山道沿 (大涌谷駐車場から約 300″ 神山に登った

雑木林内)にあらたな噴気地帯が出現し年々徐々に拡がっている。

噴気地帯には小さな噴気子Lが数箇所にでき火山ガスを噴き上げている。このガスには多量の硫化水

素ガス (最高1,500ppm)が含まれており,気象条件の悪い 日(曇天無風)は非常に危険な所 もある。

このため, コースを管理する箱根町では50年 3月 に登山道を一部変更し噴気地帯を迂回するコースを

とった。

噴気地帯の調査は50年 4月 19日 ,同年10月 1日 および51年 5月 12,13日 の 3回行なった。その結果

を報告する。

大涌谷一神山登山道の噴気調査

大涌谷一神山登山道は約60分のハイキングコースであり,さ らに30分ほどで駒ケ岳に達する。この

コース沿標高1,1∞～1,120″ (大涌谷駐車場から約 300解 神山に登った雑木林内)に昭和48年の秋頃

から新噴気地帯が出現し,年々徐々に拡がっている (図 1)。

図 1 大涌谷―神山登山遭沿の噴気地帯の地形図
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昭和50年 4月 19日 の調査

新噴気地帯は出現した当初より年々わずかづつ拡がっているため,50年 4月 19日に噴気地域の測量

および地域内の地中温度 (-500■)測定を8箇所で行なった。図 2は これらの測定にもとづき
"℃

お

よび90℃以上の等温線を描いたものである。図で示す20℃の等温線の面積は2.24X103ノ でぁり,∞℃

以上の等温線の面積は0。 97X103ノでぁる。No.7付近の地熱は67℃ を示しその周辺にはイオウの付着

した小さな噴気孔が数箇所にみられる。噴気の H2S濃度は200ppm検出された。

測量の基点に選んだポーリング子Lは,噴気地域内にあり昭和39年に科学技術庁が行なった火山性地

すべり調査のための試錐孔である。現在は孔口まで小石や砂で埋まり,その隙間から蒸気を噴き上げ

ている。温度は93℃ を示しH2S濃度は5 ppmであった。

昭和50年 10月 1日 の調査

50年 4月 の調査に引き続き10月 1日 に地中 (一取 ■)温度の測定を実施した。この時はすでに噴気

縁が拡がっているため測定点をNo.1′ ,No.2′ ,No。 3′ ,No.8′ ,No.9′ の5箇所式ゝやした (図 3)。

"℃
および90℃以上の等温線は,これらの測定値より描いたものである。等温線の面積は,2.60X103

ノと1.17X103ノでぁり,前回の測定値よりそれぞれ14%,17%の拡がりを示している。

90℃以上の等温線内の立木 (樹n40～
"年

になるヒメシャラ, リョウブ,ヤマポウシなど)は ,地

熱の上昇により根を傷つけられて枯れ,数10本に及ぶ倒木がみられた。また,下草も高い地熱のため

赤茶色になり枯れている。
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図 2 噴気地帯の地中温度分布 60年 4月 19日 の調査)
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口 3 噴気地帯の地中温度分布 00年 10月 1日 の目査)
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昭和51年 5月 12,13日 の調査      ｀

51年 5月 12,13日 の調査では,噴気地域内の温度分布を詳細に調べるためポーリング子L(測量の基

点)に東西南J日こ5″間隔の碁盤の目に布巻尺で区ぎり,各交点の地中 (一∞
“
)温度を2日にわた

り測定した (図 4)。

地中温度の測定は前回の測定と同様に,径 2.5`鷹 の鉄棒で深さ田瞬の穴をあけ留点温度計を5～10

分間挿入しておいて読み取った。図によると,"℃および 90℃以上の等温線の面積は 3.24X103″ と

1.66X103ノでぁり,50年 4月 の測定値よりm°Cは31%,90℃は42%の拡がりを示している。

90℃以上の等温線で囲まれた地域の樹木はほとんど枯れて倒れ,倒れた木の後には噴気ガスが噴き

上げている。また,立木のすき間にはえていた下草はすべて枯れ,土壊は高い地熱と火山ガスによっ

て粘土化に変質し,一歩足をvS、 み入れると
"～

30mは もぐってしまう所が無数にある。このため斜面

の急な地形になっている。

図 5に過去 3回の調査による地中温度の拡大状況を現わし表 1に その面積を示した。

図によると噴気地帯の拡がりは東西方向 (神山に向う線)に伸びている傾向を示している。現在,

大涌沢の噴気地域は山岳方向に移動しているため,近い将来のうちこの噴気地帯も大涌沢の一部にな

る可能性があると思われる。
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図 5 噴気地帯の拡大状況 (90℃以上の等温線)
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図 6 放熱量測定装置

1:乾球温度計 2:湿球温度計
3:入口 4:風速計 5:水入れ
6:そ らせ板 7:地中温度測定孔
8:送風量調整 9:パ ッテリー
10:モーター 11:出 口

空気の取 り入れ日の乾球温度を tl,湿球温度 tl′

とし,底から装置に入る質量をmと すると

噴気地帯からの放熱量Q測定

新噴気地帯は年々徐々に拡大している。この噴

気地帯の地表面から蒸気や熱伝導となって放出さ

れる熱量を測定した。

使用した熱量計はDenseman(19")の文献を

参考にして大木 (温泉研究所)力:製作したもあで

ある (図 6).

操作方法は底の抜けている側を地表に置き,装

置と地表との接触部を密閉してから送風機で空気

を③から①へと送る。送風量は変化できるよう:こ

してあり箱が暖まらない程度に調整する。単位時

間に装置に出入する空気量Vは取り付けた風速計

から求める。

,絶対湿度をXl,出 口のそれぞれをt2,t2′ ,X2

m=V(X2~Xl)

装置をかぶせた面積から単位時間に放出される熱量Qは ,空気の比熱をCp,湿度 tl′ , t2′ の時の

水蒸気のエンタルピーを11,12と して次式によって計算した。

Q=VRCp(t2~tl)+V(X212~Xlil)

ここでは,Rは空気密度である。

噴気地帯から大気中に放出される熱量

噴気地帯の地表面から蒸気や熱伝導となって大気中に放出される熱量は図 4の20℃ および90℃以上

の等温線の面積と平均熱量との積から概算した。

その結果,噴気地帯からの放熱量は1.60X105ca1/SeCで ある(表 2)。 湯原(1968Dに よる大涌谷噴気

地帯の放熱量 (大気中に放出)は ,1.66X106ca1/Sec,ま た,大山ら (1973Dに よる湯の花沢噴気地

帯の放熱量は5.02X105ca1/SeCと それぞれ計算されている。

表 1 噴気地域の拡大状況の変化

測 定 日

90 ～      0.714X10~2  1.66X107 1  1.18X105

50. 4.19

50.10. 1

51. 5.12

2,240″

2,6∞ノ

970ノ

1,1知ノ

"～
9010・ 267X10~2 1.58X107 0.42X105

3,240″ 1,660″
計  i      3.24X107 1.60X105



33

新噴気地帯の放熱量は,この両者の値と比較し前者の 9。 6%,後者の 32%に なり,かなり放熱量の

大きいことを示している。

硫化水素ガス濃度の測定

噴気地帯の地中温度測定にともない 5月 12,13日 に付近一帯の硫化水素ガス濃度を測定した(図 7,

8, 表 3)。

噴気地帯の地表では気象条件によって,高濃度 X50～80ppm)の H2Sが検出される (労働衛生上

の許容濃度は10ppmである)。

また,噴気孔ではH2S濃度は最高 1,500ppmと 非常に高いH2S濃度が検出された所 もある。この

ため,いずれの地域でも無風状態で気温が低 く,濃霧のたちこめるような天候の時は,硫化水素が濃

集するので特に注意をする必要がある。

大涌谷一神山登山道沿とは別な大涌谷遊歩道 (自 然探勝歩道)のH2S濃度は 5～15ppmであり,

粟屋ら (1975D力 測`定した値とほとんと同じである。

大涌谷一姥子 (湖尻)遊歩道の H2S濃度は検出限界以下であったが,新たな噴気地域 (3″)が

出現してきているので注意する必要がある。

図 7 大涌谷―神山登山道沿の硫化水素濃度測定地点
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図 8 大涌谷遊歩道,大涌谷一姥子遊歩道沿の硫化水素濃度測定地点

まとめ

大涌谷一神山登山道沿の噴気地帯は年々徐々に拡大し51年 5月 12,13日 の地中温度測定によると,

"℃
以上の等温線の面積は3.24X103ノ ,90℃以上の等温線の面積は1.66X103ノに及んでいる。

"年
4月 19日 の測定から

"℃
以上の面積は1,000/C31%),90℃以上の面積は700ノ K42%)増えている。

この速度で拡がってゆくと数年後には迂回路の登山道もまきこまれる心配がある。

51年 5月 の調査において噴気地域の最高温度は97℃,硫化水素ガス濃度の最高値は 1,500ppmに達

している。このため登山者には,旧登山道へ入らないよう注意を促す必要がある。噴気地帯の放熱量

は1.60X105ca1/SeCで あり,大涌谷の放熱量1.66X106ca1/SeC(温 泉造成用はのぞく)の9.6%に なる。

大涌谷―神山登山道沿の地熱異常の拡がり,大涌谷一姥子遊歩道の噴気地帯の移動,王子茶屋付近

におきた噴気現象など大涌谷における噴気活動の活発化が進んでいる。

大涌谷―神山登山道沿の噴気地帯の拡大は大涌沢の砂防事業の立場からも検討を要する段階に至っ

てヽヽる。
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表 3 硫 化 水 素 ガ ス 濃 度

測 定 日 地測 定 占 l",siai*+ppm)
51.  5. 12      Gl

G2
G3

1  G4
1  G5
l  G6

I  G7

51.  5. 13

気 孔)

気 孔)

気 孔)

気 孔)    i
―リング孔)   !

∋   |
1の上方50m)  |

鯨

鯨

鯨

頓

い

ｍ

Ｃ

880-1,200

550

850

500

430

5～15

30

Gl
G2
G8
G9

頓

馳

馳

⑩

気 孔) |
表)    i
Ю

∋

1,5∞

2～ 8

〈1

〈1

5 - 15

く1

50 ～ 80

800

800～ 1,0∞

200

7 - 15

3～ 6

2～ 5

51.  8. 17 B 徴  却

H (地    表)

G6 範    ∋

G5(ポ ~リ ング孔)

Gl
G5
G6
B4

H

Ｄ
れ
わ
つ
つ

ン

気

リ【

鯨
び
微
範
微
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写真 ７　昭和50年4 月19日　もっとも噴気の激しい地点

写真２　昭和50年４月19日　右側がボーリング孔



写真３　昭和50年４月19日　左上側に大涌谷駐車場がわずかに望める

写真4　昭和51年5月12日　倒木により大涌谷駐車場がハッキリ望める



写真５　昭和51年5月12日　ボーリング孔周辺の大木か倒れている

写真６　昭和51年５月12日　ほとんどの立木は倒れ枯木の山となっている


